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なのはな 
    

    

・・・・・・・・こころのこころのこころのこころの花咲花咲花咲花咲きききき月月月月にににに・・・・・・・・    

    

    

昨年の４月を思い出すと、なんと子どもたちが大きくなったかと驚くばかりです。特に子どもたちが誕

生日を迎える喜びは、はかり知れず大きく、まして1月、2月、３月まで待っているお友達の姿には、眩し

くもあり、うらやましくもあるものです。こんなに大きくなることを喜びにするのは、子ども時代だけか

もしれませんね。 

 

染色家志村ふくさんが、染め上げた糸は、淡く燃えるような強さを内に秘めた華やかで深く落ち着い

た桜色。これは、桜のはなびらではなく、皮から取り出した色なのです。・・・この色は、１年中どの

季節でも取れる訳ではない。桜の花が咲く直前の頃、山の桜の皮をもらって染めるとこうした上気した

得もいわれぬ色が出せるのだ・・・春光、間もない花となって咲き出ようとしている桜の木が花びらだ

けでなく体全体懸命になってピンク色になろうとしている・・・全体の一刻も休むことない活動の精髄

が春という時節に桜の花びらというひとつの現象になるに過ぎないのだった・・・・・         

 大岡信「言葉の力」 

 

大人から見たら子どもの心や行動は、理解できなかったり怒ることも多い日常ですが、それは、子ど

も自身の１部です。 

 

子どもの今を輝く姿の中にある見えないエネルギーを感じ、元気のない時も、出来ない時も、困った時

も、輝くエネルギーになることを信じ、この春の出会いに心を膨らませましょう 

                                       （岡）      
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2月、中学1年生になった3名の卒園生があおぞらに職場体験に来てくれました。3日間元気な幼児さん

と遊び、先生達のお手伝いをしてくれた3名の感想は… 

 

 

                                                                                                                                                                             

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

―と、しっかりあおぞらの子ども達の特徴をとらえていて、こちらが驚かされました。そして話は自分

たちのあおぞら時代の思い出話から、中学生ならではの悩みや苦労話に。 

友達関係で大変… 

なんて声も聞こえてきたけれど、3日間子どもたちと悪戦苦闘しながら過ごす姿は本当に素敵に大きく

なっていました。こんな卒園生の姿もまた、あおぞらの子ども達にあこがれの気持ちを育てて行ってくれ

たのではないかと感じています。 

 

この3月、あおぞらから23名のこどもたちが巣立っていきます。 

大きくなることへのあこがれや期待を胸一杯に・・・。 

     

 （ゆう） 

 

こどもって、自分勝手に行

動しているように思ってた

けど、判断力とか知識とか

あって感動した。 

バラバラに遊んで、一人ひとりやりたいこ

と勝手にやっていると思ったけど、いろん

な場面でこどもたちは話し合っていた。

「やめてっ」とか。 

大変なことも楽しいこともあったけど、先

生の仕事っていいな～って思った。 

自由気ままに遊んでいるけど、

仲良しで、意志を貫き通すとこ

ろもあって、団結力やまとまり

もあるって感じた。 
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ぼくもママも ちょっと先輩 

  

 １歳前後の親子でにぎやかなある日、受付表をのぞくと 

  あら、まあ！１１ヵ月と１歳１１カ月。 

「ｏｏくんとｏｏくん、誕生日同じなんだね。一年ちがい。」 

「そうそう、同じ日にちの子がいるなあ。だれかな？と思っていたの。」 

「そうかあ、一年たつと こんなに大きくなるんだね。」 

「去年はこのくらいだったのかな、もう忘れちゃったわ。いつの間にかお兄ちゃんてことね？」 

 卒乳のこと、おはなしし始めたこと、ごはんのこと・・・ 

 後輩ママは日頃の子育て疑問のあれこれを 

 先輩ママは子どもの成長を思い出しながら、子育て経験談をアドヴァイス。 

  

 毎日、さまざまな月齢の子どものつどう わとと。 

 ママたちの 今聞きたいこと、ちょっとした子育てのヒントがたたくさんあります。 

 みんなでつながって、おしゃべりしましょ！！                     （かよみ） 

わととわととわととわとと・・・・あおぞらあおぞらあおぞらあおぞら    

「「「「子子子子どものどものどものどもの１１１１年年年年・・・・私私私私のののの１１１１年年年年」」」」    

 

当たり前といわれればそうなんですが・・・。 

「３月」がそうさせるのでしょうか？ 

この１年で４歳９か月になる息子が「人らしくなったな」と感じます。 

立って歩いたり，ことばが出てきたり，というような劇的な変化はないのですが，確実に「人らしく」なったよ

うに思います。 

そのわけは，より複雑な感情を息子から感じるからです。 

褒められたり，感謝されたりすることが次への動機につながったり，みんなよりうまくできないからちょっとふ

ざけてごまかしたり，「たのしいけどたのしくない」時があったりといろいろな気持ちになっているようです。

今は，大きい組になれることがうれしいようです。 

「一人前」のようなことばも言うようになったので，それはそれでイライラすることも増えたのですが。。。 

 

私もこの１年間，新しいことに挑戦しています。果たして成長できているのでしょうか？ 

     （あっこ） 

まほろばの部屋から 
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育ててよし、ふじのくに民間チャレンジ応援事業 

 「子育子育子育子育てててて中中中中のおのおのおのお母母母母さんのためのさんのためのさんのためのさんのための無料電話相談無料電話相談無料電話相談無料電話相談」」」」3333月末月末月末月末でででで終了終了終了終了しましましましますすすす。。。。    

2年前より県からの支援を頂き行なってきた電話相談事業では、電話を頂いた方から 

＠こういう話〔家族の事〕は、人にできなかった。聞いてもらえて、ホッとした。気持ちが整理できた。 

◎子どもの問題だと思っていたけど、自分の問題でもあったんですね。 

◎解決策はわからないけど、話していたら元気がでてきました。 

 ◎「一人じゃないんだな～」とわかって、安心しました 

等たくさんの方から「電話相談があってよかった」と言っていただき、スタッフもたくさんの喜びや元気を貰っ

てきました。しかし、4月から県の事業継続の支援を受けることが出来ず、継続できるよう努力をしてきましたが難

しいため、3月末を持って終了する事になりました。皆様には、心よりお詫びします。  

 

うえきばちです ／ 川端誠  BL出版 

  

 

 かわいい表紙のうえきばち。にじぐみで読んだとき、初めのページの 

「うえきばちがあったので つちをいれて のっぺらぼうをうえました」 

  と、絵を見て 

「なにこれ！」と、びっくり！！ お話ししていた子も一気に注目！！ 

「おばけじゃん」「こわいのー？？」 

と、前のめりになって興味津津。 

ページをめくる度にのっぺらぼうがどんどんかわっていくよ。 

どうなっていくかな？ 

面白い絵、面白い言葉に何度も「読んでー」のリクエストが来る絵本です。 

クスクス笑ってしまいます。 

                               （あやこ） 

子育て中のお母さんのための無料電話相談 

０８００－７７７－７０８７ 

（携帯からはつながりません） 

平日９時～１４時（祝祭日除く） 


